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JAXA において検討が進められている極超音速エンジン実験機 HYTEX は、これまでの研究において、空力性能の

みを考慮した形状に関して試験を実施していた。本実験では、胴体正面形状変化が空力現象に与える影響の観察を

目的に同一断面積である 3 種類の模型(図１)を用いて風洞実験を実施した。オイルフロー試験に関して、図２より

AU 形状において胴体上面でオイルの流動のない部分が確認できる。また、SU 形状が胴体上面でオイル溜まりを

確認できる。これは胴体上面の縁で渦が生じている可能性が高い。１）空力性能に関して、図 3 より揚力に関して、

どの形状も揚力傾斜は同等なものであることが確認された。したがって、本実験では正面形状による差が生じなか

ったと考えられる。抗力に関して、高迎角時は SL 形状・AU 形状・SU 形状の順に大きくなっていた。今回、SU
形状において高迎角で抗力が大きくなっている要因はオイルフロー試験から観察された胴体上面の縁からの渦が

強まり、抗力に影響を与えている可能性が考えられる。図４より揚抗比に関して、SU 形状で最大揚抗比が小さい

のは高迎角において抗力が大きいためである。 

               
 ＡＵ形状（長円・高翼）       ＳＵ形状（台形・高翼）      ＳＬ形状（台形・低翼） 

図 1 実験模型形状 
 

   
ＡＵ形状（長円・高翼）   ＳＵ形状（台形・高翼）   ＳＬ形状（台形・低翼） 

図 2 オイルフロー試験（α＝５deg，模型投入１０秒後） 
 

   
図 3 空力性能実験結果（揚力係数，抗力係数）     図 4 空力性能実験結果（揚抗比） 
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